
 

令和７年度 第３回村上警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年12月22日（月）午後２時00分から午後３時15分まで 

開催場所  村上警察署 大会議室 

出 席 者 

委      員
 

（定数９人）
 

 遠藤（梢）会長 小島副会長 

板垣（和）委員 板垣（春）委員 加藤委員 

遠藤（博）委員 中山委員   
            

（会長・副会長以下50音順）
 

計７人 

警   察 

 

 大竹署長 猪俣警務課長 川﨑生活安全課長 

堀口地域課長 新保刑事課長 齋藤交通課長 

 

計６人 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和７年11月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があ 

った。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 高齢者交通事故防止対策の強化 

(1) シニア安全強化日における効果的な広報の実施 

   期間中の令和７年10月15日に、タレントの横山実郁さんを一日警察署長として 

招き、村上市教育情報センターにおいて「安心安全むらかみフェスタ」を開催し 

た。 

その際、新潟県警サイクルポリスと合同で、「自転車の安全な乗り方」のクイ 

ズ形式による広報及び「服装による夜間の見え方」について実演を交えた広報を 

実施した。 

  (2) 臨時適性検査対象者の把握 

   各種活動を通じて臨時適性検査対象者を把握し、高齢者の事故防止につなげた。 

(3) 薄暮時間帯における高齢者事故防止対策の推進 

   薄暮時間帯を中心に、スーパーマーケット等の商業施設において、高齢者等に 

対し対話形式による広報を実施した。また、薄暮時間帯における交通指導取締り 

を強化した。 



２ 悪質危険な運転への対応の強化 

(1) ひき逃げ、当て逃げ事件の徹底検挙 

   発生したひき逃げ事件に対し、各種捜査を鋭意実施した結果、被疑者を特定し 

検挙した。 

また、発生した当て逃げ事件についても捜査を徹底し、検挙、警告を行った。 

(2) 飲酒運転の取締り強化 

年末は飲酒の機会が増加することから、多数の署員を投入し国道上において大 

規模検問を実施するなど、取締りを強化し、飲酒運転の撲滅に努めた。 

３ 特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害防止対策の推進 

(1) 犯人からの電話を直接受けないための対策の推進  

  防犯機能付き電話の利用促進や国際電話利用休止手続きの支援活動を強化した。  

  令和７年９月に、村上地区連合防犯協会と共催で防犯機能付き電話プレゼント 

キャンペーンを行い、当選者に、防犯機能付き電話が村上市長から贈呈された。 

 (2) 自治体、コンビニエンスストア、金融機関等と連携した被害防止対策の推進 

   村上市と共催した前記「安心安全むらかみフェスタ」において、署員で編成し 

た「劇団絆」による防犯寸劇を行い、特殊詐欺等の新しい手口を紹介した。 

また、電子マネーカードを購入させて現金をだまし取る特殊詐欺を防止するた 

め、管内のコンビニエンスストアに対して、カードを販売する際、カードを収納 

袋に入れて、購入者に注意喚起の声掛けを実施するように依頼した。 

   その結果、管内のコンビニエンスストアにおいて特殊詐欺被害を未然防止した 

事例があった。 

令和７年９月に開催された「村上地区金融機関防犯連絡協議会総会」等の会議 

や訓練等を通じ、各金融機関に対し、利用客への注意喚起及び被害に遭っている 

可能性のある利用客がいた場合、速やかに警察へ通報するよう協力を依頼した。 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 高齢者交通事故防止対策の強化 

(1) シニア安全強化日における効果的な広報の実施 

(2) 薄暮時間帯における高齢者事故防止対策の推進  

２ 悪質危険な運転への対応の強化 

(1) ひき逃げ、当て逃げ事件の徹底検挙 

(2) 飲酒運転の取締り強化 

３ 特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺対策の推進 

(1) 犯人からの電話を直接受けないための対策の推進 

(2) 自治体、コンビニエンスストア、金融機関等と連携した被害防止対策の推進 

 答申 

質疑の後、村上警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ 

う答申した。 



意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）      

１ 諮問事項に対する意見等 

(1) 申し出による自動車運転免許証の返納状況について伺う。 

○ 自動車運転免許証を自主返納する人は、自ら自動車運転が危険であると認識 

して自動車運転免許証を返納しています。対象者の発見は、交通事故発生時を 

端緒として発見する場合がほとんどです。 

(2) 特殊詐欺事件で多い手口はどのような手口か。 

○ 現在、警察官騙りの詐欺が多数発生しています。 

 速度等取締り指針の策定 

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ 

り、了承された。 

 その他 

     

 協議会の状況             駅前交番視察状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


